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 特集／栄養診断としての骨格筋量評価 up to date 企画：井上達朗 新潟医療福祉大学 

特集 総論 栄養診断としての骨格筋量測定法の選択と臨床的意義

―GLIMの骨格筋量評価ガイダンス論文を中心に 

前田圭介 愛知医科大学 

 身体計測―精度，補正，日本人に適したカットオフ値を中心に 石田優利亜 愛知医科大学病院 

 BIA―病態別にみた測定誤差の具体例と対策 甘粕康太 信楽園病院 

 超音波―測定方法や測定部位，年齢や性別，人種を考慮したカ

ットオフ値の標準化，筋量評価を超えた筋質評価の重要性 

赤澤直紀 名古屋大学 

 CT・MRI―画像解析の課題と AI を含む最新アプローチ 原田剛志 国立がん研究センター東病院 

 「どのように骨格筋に介入するか」―多職種連携による評価と

介入への応用例 脳卒中 

長野文彦 熊本リハビリテーション病院 

 「どのように骨格筋に介入するか」―多職種連携による評価と

介入への応用例 運動期 

池本大輝 平成記念病院 

 「どのように骨格筋に介入するか」―多職種連携による評価と

介入への応用例 循環器 

小川真人 大阪保健医療大学 

 「どのように骨格筋に介入するか」―多職種連携による評価と

介入への応用例 呼吸器 

宮崎慎二郎 ＫＫＲ高松病院 

Close-up 褥瘡と理学療法―予防から管理・治療への展開   

 理学療法士が知っておくべき褥瘡の基礎知識 植村弥希子 関西福祉科学大学 

 褥瘡に対する理学療法の実際 吉川義之 奈良学園大学 

 褥瘡に対する理学療法を普及・発展させるために 幅大二郎 石川県立看護大学大学院 

連載 脳画像を多職種連携に活かす！ 脳卒中診療編② 脳梗塞［中

大脳動脈（M２）閉塞］ 

本間敬喬 兵庫医科大学病院 

 臨床理学療法に活かす生理学【終】 運動療法に活かす代謝生

理学 

飯田有輝 愛知淑徳大学 

 COVID-19 後の変革【終】 研修会事業におけるアップデート 田篭慶一 増原クリニック 

 計測力を磨く―簡易機器で始める臨床研究入門② 各論２：関

節可動域の計測 

小野武也 県立広島大学 

 臨床実習サブノート おさえておきたい！ カルテのみかた② 

大腿骨近位部骨折術後 

松本浩実 川崎医療福祉大学 
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